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Iはじめに
UI (University Identity）の要素であるVI (Vis凶lIdentity) 
は、 大学の視覚的なイメージづくりの側面において直接
的に作用するものとして重要であり 、現在の大学変革の
時代においてその戦略的な重要度は更に増している。 そ
のことは国立大学においては法人化を機にVI を含めた
UIの導入、或いは再整備を図る動きが広がりつつあるこ
とからもわかる。
岡山県立大学ではl鰯年度にVIS (Visual Identity System) 
が策定され、そのガイドラインに沿ったVI展開がなされ
ているが、策定以降そして今後想定される様々な学内外
の変革に対応するためにはVIS再整備に向けた取り組み
を早急に行う必要があると考える。
「VI研究会」 （メンバー：野宮謙吾、齋藤美絵子、西
垣浩行、西田麻希子）は、そのような考えから自主的に
立ち上げた研究会であり、本学のVIのあり方を探る研究
を行っている。
この度「VI研究会」の一つの事例研究として、平成14
年に本学デザイン学部内に設立された組織である「岡山
県立大学メディアコミュニケーション支援センター （以
下、メディアセンタ ー）」のVISを「グラフィック、ウ
ェブサイ ト両分野に関わるデザインを総合的に策定する
ことで、ビジュアルイメージの統ーを図るとともに多種
媒体に対応しうるVISを開発する」というコンセプトに
沿って新規策定し、 VIマニュアル冊子の形にまとめた。
本稿ではその中のアプリケーションデザイン展開（印
刷物）及び、 VIマニュアルブックデザインについて触れ
る。
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2.アプリケーションデザイン展開の研究概要
アプリケーションデザイン展開にあたってはメディア
セ ンタ ーでの使用頻度が高く、第3者の目に触れる こと
が多い「名刺」 「封筒J 「レターヘッ ドJ 「ファックス
用紙」 「支援研究申請書」の5種類を選んだ。 個々のデ
ザインにあたっては当然の事ではあるが、ベイシ ックデ
ザインをもとにビジュアルイメージの統ーを図りつつ、
それぞれのアプリケーションが単体でもコミュニケーシ
ョンツールとして機能するよう心がけた。
2-1名刺デザインについて（図1 )
メディアセンターは本学デザイン学部内の組織である
ため、メディ アセンターのス タッフは本学デザイン学部
の教員であるという、 l人のスタッフが表裏一体の関係
をも っている。その関係を名刺デFザインに反映させ、名
刺は両面使いとした。 表面はメディアセン タ ーでの役職
や連絡先、裏面では県立大学デザイン学部での役職、連
絡先を扱っている 。 そしてこの2面性を使う本人にも渡
す相手にも、より明確に意識させるためメディアセンタ
ーでの立場を表わす表而全面に、カラーシステムで規定
されたシンボルカラーであるMCブルー （DIC579）を使
用した。
◯名刺製作データ
用紙．ヴアンヌーホV、スノーホワイ卜四六判Y 目 135kg、
印刷色：表面はスミ ＋特色1色（DIC579）、裏面はスミ l
色、入稿原稿： Adobe Illustlatorデータ
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図2：封筒・レターヘッド
51 
2-2.封筒 レターヘッドデザインについて（図2)
封筒は、デザイン提案やプロジェクトの企函提案が多
いメディアセンターの事業内容を考慮し、ブルーと自の
2タイプを制作した。 ブルーは企画書などを入れるパッ
ケージ的用途、 自は通常使用を想定している。
これら2穫を使い分けることにより、提案をする相手
に対しては提案物に対するメディアセンターの意識を表
明し、スタッフに対してはプレゼンテーションへの意識
を高める効果を期待した。
また、レターヘッドについては、マークのみのシ ンプ
ルなものと した。
2-3.FAX用紙について （図3)
メディアセンターではこれまで、スタッフがそれぞれ
バラバラの様式のものを使用していたが、それではメデ
ィアセンターという組織が相手に意識されず、イメ ー ジ
の統ーができないと考え、送り状を制作した。 デザイン
にあたり 、 FAXでは文字がツブレることを考慮 し、 文
字は大きめに、支援内容ややりとりの内容よっては図が
入る可能性があるため、本文用の罫線を入れず無地とし
「名刺」 「支援研究申請書」 のみであった。 今後はでき
るならば実際の運用をし、 そこからのフィードパックに
より、より深く VIのあり方を採っていきたいと考えてい
る。
3.VIマニュアルブックデザインの研究概要
VIマニュアル｜冊子の制作にあたっては前述の「グラフ
イツク、ウェブサイト両分野に関わるデザインを総合的
に策定することで、ビジ、ユアルイメージの統ーを図ると
ともに多種媒体に対応しうるVISを開発する」 という策
定コンセプトに沿って、両分野にわたるデザインについ
て同等に触れた。伴ってベイ シ ックシステムにおいて制
定書体、カラーシステムなど両分野に共通するデザイン
要素については意図的に同一ページ上に併記する構成と
なっている。 また、 ウェプサイ トでの指定書体や図版な
どはモニタ表示と同印象になるよう考慮し、通常の印刷
物では使用しない画面表示用のフォントを使用するなど、
マニュアル上での見せ方も工夫した。
目次構成は以下の通りである。
た。 ヘイシックシステム
また、 FAXはモノクロが一般的であるため、マークは シンボルマーク、ロゴタイプ／シンボルマーク、ロゴ
モノクロで扱った。 タイプ組み合わせ／指定書体（タイプフェイス） ／カ
2-4.支援研究申請沓について（図4)
これまで使用していた申請書；は県の書式にならって作
成されたものであったのを、申請先がメディアセンター
であることが明雄になるようリニューアルした。 また、
データをPDFに変換し、 Webサイ トからの申請にも同じ
書式で対応できるようにしている。
以上のよ うな考えでアプリ ケーションデザイン展開を
行ったが、この度、実際の製作及び運用ができたものは、
医13: FAX用紙
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図4：支援研究申請書
ラーシステム／シグネチュア／禁止事項
アプリケーション
名刺／封筒／レターヘ ッ ド／ファックス用紙／支援研
究申請書
ウェブサイト
ウイン ドウレイアウト／ウェブデザイン詳細l設定／サ
イトマップ／推奨事項／禁止事項
0マニュアル製作データ
＜製本 ・ ページ数 ・ 印刷部数＞縦297X 横180mm、 中綴
じ、総ページ数20ページ （本文16ペー ジ）、 250部
＜表紙＞用紙： シャインフェイス四六判Y目 180kg、 印
刷色・表1 ・ 4はスミ＋特色l色（DIC579）、 表3はスミ l色、
入稿原稿： Adobe Illustlatorデータ
＜本文＞用紙：ミル ト GA四六判Y目 110kg、印刷色 ： 4色、
入稿原稿 ： Adobe Illustlatorデー タ
